
伊
　

達
　

義
　

行
県
柔
道
界
の
先
導
者

広

島

か

ら

来

た

少

年

伊
達
義
行
（
旧
太
田
竺
郎
）
が
生
ま
れ
た
の
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
一
月
十
五
日
で
、
場
所
は
広
島
県
甲

奴
市
領
家
町
（
旧
甲
奴
郡
領
家
村
）
で
あ
る
。
母
は
、
伊
達
芳
太
郎
（
一
八
七
三
～
一
九
五
〇
）
の
実
妹
で
あ
っ
た
。



明
治
四
十
五
年
三
月
、
小
学
校
五
年
を
終
え
た
竺
郎
少
年
は
、
単
身
秋
田
市
に
や
っ
て
き
た
。
伯
父
で
、
講
道
館
柔

道
を
秋
田
に
伝
え
た
芳
太
郎
に
子
ど
も
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
正
式
に
養
子
と
な
っ
た
の
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
で
あ
る
。

小
学
校
の
残
り
を
明
徳
で
終
え
た
竺
郎
は
、
大
正
二
年
に
秋
田
中
学
に
入
学
す
る
。
早
速
柔
道
部
に
入
り
、
養
父
芳

太
郎
の
指
導
を
受
け
た
。

な
お
、
伊
達
が
義
行
を
名
乗
っ
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
ご
ろ
か
ら
で
、
義
行
と
い
う
の
は
芳
太
郎
の

雅
号
で
あ
っ
た
。

順
序
と
し
て
、
そ
の
芳
太
郎
八
段
を
ま
ず
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

『
秋
田
の
先
覚
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
伊
達
芳
太
郎
は
明
治
六
年
の
生
ま
れ
で
、
県
立
広
島
中
学
、
東
京
学

院
を
出
た
後
、
明
治
三
十
五
年
に
講
道
館
に
入
門
し
た
。
四
十
年
六
月
、
三
十
六
歳
、
二
段
の
と
き
に
森
正
隆
知
事
の

招
き
で
秋
田
に
移
住
。
秋
田
県
内
在
住
で
は
初
の
有
段
者
と
な
っ
た
。

以
後
、
秋
田
中
学
、
秋
田
師
範
、
秋
田
工
業
、
秋
田
警
察
署
な
ど
で
精
力
的
に
講
道
館
柔
道
を
指
導
し
た
ほ
か
、
国

粋
館
と
い
う
町
道
場
も
開
い
て
一
般
の
柔
道
愛
好
家
に
柔
道
の
楽
し
さ
を
教
え
た
。

彼
の
門
下
か
ら
は
、
楢
崎
辰
巳
郎
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
柔
道
使
節
）
、
加
藤
金
治
（
講
道
館
副
館
長
）
、
桜
庭
武
（
東

京
高
等
師
範
学
校
教
授
）
、
又
井
盛
治
（
秋
田
大
学
教
授
）
、
そ
し
て
養
子
の
伊
達
義
行
な
ど
、
俊
秀
が
輩
出
し
て
い
る
。

晩
年
は
郷
里
の
広
島
に
帰
り
、
昭
和
二
十
五
年
三
月
、
七
十
六
歳
で
没
し
た
。

さ
て
、
大
正
七
年
に
秋
田
中
学
を
卒
業
し
た
伊
達
義
行
は
官
立
東
京
高
等
師
範
学
校
（
東
京
文
理
科
大
学
な
ど
と
共



に
筑
波
大
学
に
統
合
）
に
進
学
す
る
。
当
時
の
校
長
は
嘉
納
治
五
郎
で
あ
り
、
柔
道
の
主
任
教
授
は
名
人
永
岡
秀
一
、

助
教
授
は
桜
庭
武
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
っ
た
。

母

校

の

教

壇

に

大
正
十
一
年
二
月
に
四
段
に
昇
段
し
た
伊
達
は
、
翌
三
月
、
東
京
高
師
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
秋
田
中
学
教
諭
に
任

じ
ら
れ
、
故
郷
に
錦
を
飾
っ
た
。
こ
れ
か
ら
二
十
四
年
間
に
わ
た
っ
て
後
輩
の
指
導
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
担
当
し

た
授
業
は
柔
道
の
ほ
か
に
体
操
と
生
理
衛
生
で
あ
る
。
柔
道
部
の
顧
問
を
兼
任
し
た
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な

い
。嘉

納
柔
道
の
正
当
な
後
継
者
で
あ
り
、
品
格
の
高
い
起
居
、
進
退
、
体
捌
き
で
知
ら
れ
た
伊
達
は
、
秋
田
中
学
の
柔

道
部
員
を
厳
し
く
ま
た
折
り
目
正
し
く
育
て
る
が
、
そ
う
し
た
努
力
が
実
っ
て
、
学
校
対
抗
の
全
県
柔
道
大
会
で
は
秋

田
中
学
を
七
回
優
勝
に
導
き
、
昭
和
五
年
に
は
、
全
国
中
等
学
校
柔
道
大
会
に
お
い
て
み
ご
と
優
勝
を
な
し
遂
げ
た
。

ま
た
、
自
身
の
稽
古
も
怠
ら
ず
、
大
正
十
五
年
五
段
、
昭
和
八
年
六
段
、
十
六
年
七
段
、
二
十
四
年
八
段
と
順
調
に

昇
段
を
果
た
し
て
い
る
。

伊
達
の
柔
道
は
、
嘉
納
治
五
郎
が
目
指
し
た
柔
道
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

上
背
は
あ
っ
た
が
痩
せ
型
で
、
体
重
は
七
十
キ
ロ
程
度
。
理
想
的
な
自
然
体
で
立
ち
、
両
手
は
相
手
の
柔
道
着
を
軽

く
握
る
。
左
右
ど
ち
ら
も
均
等
に
使
い
、
得
意
技
と
し
て
は
払
い
腰
の
ほ
か
、
足
技
の
大
外
刈
り
、
小
内
刈
り
な
ど
が



あ
り
、
さ
ら
に
背
負
い
投
げ
も
よ
く
し
た
。

伊
達
は
、
昭
和
五
年
十
月
に
行
わ
れ
た
全
日
本
年
齢
別
柔
道
選
手
権
大
会
第
一
区
（
東
北
北
海
道
地
区
）
大
会
で
優

勝
し
て
い
る
が
、
秋
田
に
来
て
か
ら
の
伊
達
は
、
乱
取
試
合
に
は
あ
ま
り
大
き
な
意
義
を
見
出
し
て
い
な
か
っ
た
と
言

わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
現
代
の
乱
取
試
合
は
力
八
部
、
技
二
部
で
あ
り
、
体
重
と
腕
力
に
頼
る
試
合
が
大
部
分
で
あ
っ
て
、
嘉
納

治
五
郎
が
理
想
と
す
る
講
道
館
柔
道
か
ら
ほ
ど
遠
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
、
伊
達
の
柔
道
人
と
し
て
の
評
価
は
、
柔
道
の
型
に
お
い
て
最
高
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

伊
達
は
、
講
道
館
が
定
め
た
六
つ
の
型
す
べ
て
に
精
通
し
て
い
た
。

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

で

演

武

も
と
も
と
、
講
道
館
柔
道
の
型
は
嘉
納
治
五
郎
が
制
定
し
、
み
ず
か
ら
校
長
を
し
て
い
た
東
京
高
師
に
残
し
た
も
の

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
永
岡
秀
一
に
伝
え
ら
れ
、
伊
達
は
、
永
岡
に
伝
わ
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
の
で
あ

る
。戦

後
、
講
道
館
の
型
は
そ
の
伝
統
を
伝
え
る
人
材
に
乏
し
く
、
各
種
各
様
に
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
態

を
改
め
る
う
え
で
、
伊
達
の
力
と
功
績
は
少
な
く
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

伊
達
の
型
演
技
は
高
潔
で
厳
正
な
人
柄
そ
の
も
の
が
滲
み
出
た
も
の
で
、
品
格
の
高
さ
や
絶
妙
の
体
捌
き
は
他
の
追



随
を
許
さ
な
か
っ
た
。

伊
達
が
演
じ
た
型
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

昭
和
三
十
二
年
四
月
、
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
「
投
の
型
」
演
技
。
（
受
け
　
大
庭
六
段
）

昭
和
三
十
七
年
四
月
、
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
「
古
式
の
型
」
演
技
。
（
受
け
　
杵
淵
八
段
）

昭
和
三
十
八
年
四
月
、
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
「
古
式
の
型
」
演
技
。
（
受
け
　
久
原
八
段
）

昭
和
三
十
九
年
四
月
、
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
「
古
式
の
型
」
演
技
。
（
受
け
　
杵
淵
八
段
）

昭
和
三
十
九
年
十
月
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
柔
道
競
技
に
お
い
て
、「
古
式
の
型
」
演
技
。（
受
け
　
杵
淵
八
段
）

右
の
う
ち
、
「
古
式
の
型
」
は
、
当
時
、
そ
れ
を
公
式
の
場
で
演
ず
る
こ
と
の
で
き
る
人
が
日
本
に
三
人
し
か
い
な

か
っ
た
と
い
う
貴
重
な
も
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
伊
達
が
そ
れ
を
演
じ
た
と
き
は
、
国
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
大

き
な
感
銘
を
与
え
た
。

話
は
戻
る
が
、
伊
達
が
感
無
量
の
思
い
で
長
年
勤
め
た
母
校
秋
田
中
学
を
去
り
、
官
立
秋
田
鉱
山
専
門
学
校
（
秋
田

大
学
資
源
工
学
部
の
前
身
）
の
教
授
と
し
て
転
出
し
た
の
は
昭
和
二
十
年
十
月
で
あ
る
。
四
年
後
に
、
戦
後
の
学
制
改

革
に
よ
り
秋
田
大
学
助
教
授
と
な
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
三
年
後
に
は
教
授
に
昇
格
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
昭
和
二
十
四
年
に
養
父
芳
太
郎
が
郷
里
広
島
に
帰
っ
て
秋
田
県
柔
道
連
盟
の
会
長
職
が
空
席
に
な
っ
た
の

で
、
義
行
が
会
長
に
就
任
し
、
以
後
二
十
年
間
、
秋
田
県
柔
道
界
の
先
導
役
と
し
て
大
活
躍
す
る
。

指
導
者
と
し
て
の
伊
達
の
仕
事
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
現
在
秋
田
県
柔
道
連
盟
の
会
長
を
し
て
い
る
夏
井
昇
吉
を
育

て
上
げ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
夏
井
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
東
京
の
蔵
前
国
技
館
で
開
か
れ
た
第
一
回
世
界
柔
道
選
手
権



大
会
の
優
勝
者
で
あ
る
。

そ
の
前
後
、
夏
井
は
全
日
本
大
会
で
も
何
度
か
優
勝
し
て
い
る
ほ
か
、
夏
井
の
属
す
る
秋
田
県
警
察
柔
道
部
は
、
三

十
三
年
に
全
国
警
察
官
柔
道
大
会
に
お
い
て
Ｂ
組
優
勝
を
果
た
し
て
い
る
。

秋
田
国
体
が
開
か
れ
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
だ
が
、
伊
達
は
、
男
鹿
市
が
会
場
と
な
っ
た
柔
道
競
技
の
大
会
委
員
長

を
務
め
、
国
体
成
功
の
た
め
に
大
い
に
尽
力
し
た
。

こ
う
し
た
伊
達
の
幅
広
い
活
躍
に
対
し
、
昭
和
三
十
八
年
に
秋
田
県
体
育
協
会
か
ら
体
育
功
労
賞
、
秋
田
県
か
ら
文

化
功
労
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
て
い
る
。

北

林

道

場

で

の

指

導

昭
和
四
十
三
年
三
月
に
六
十
五
歳
で
秋
田
大
学
を
定
年
退
官
し
た
伊
達
は
、
引
き
続
き
秋
田
短
期
大
学
の
教
授
と
し

て
教
壇
に
立
つ
一
方
、
秋
田
市
に
あ
っ
た
北
林
道
場
の
主
任
範
士
と
し
て
、
か
つ
て
養
父
が
そ
う
し
た
よ
う
に
、
街
の

柔
道
愛
好
家
の
指
導
に
あ
た
る
。

毎
日
、
夕
方
午
後
五
時
か
ら
二
時
間
の
指
導
で
あ
っ
た
が
、
伊
達
は
雨
の
日
も
風
の
日
も
休
む
こ
と
な
く
道
場
に
赴

い
て
熱
心
に
稽
古
を
つ
け
た
。

北
林
道
場
に
残
し
た
伊
達
の
功
績
の
最
大
の
も
の
は
、
女
子
柔
道
家
の
育
成
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
頃
に
は
、
女
子

の
三
段
一
人
、
二
段
二
人
、
初
段
は
二
十
人
に
も
達
し
て
隆
盛
を
き
わ
め
、
女
子
柔
道
の
修
行
場
と
し
て
は
本
家
講
道



長男一秀と（昭和36年頃）

館
に
次
ぐ
修
行
者
の
数
と
質
の
高
さ
を
誇
っ
た
。

競
技
者
、
指
導
者
と
し
て
の
ほ
か
、
伊
達
は
審
判
員

と
し
て
も
他
の
模
範
で
あ
っ
た
。
厳
正
に
し
て
公
平
な

伊
達
の
性
格
そ
の
も
の
が
、
審
判
員
に
求
め
ら
れ
る
資

質
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
家
庭
で
は
よ
き
夫
よ
き
父
親

で
あ
っ
た
伊
達
も
、
こ
と
柔
道
に
関
す
る
か
ぎ
り
は
厳

と
し
て
妥
協
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
四
年
、
六
十
八
歳
に
達
し
た
伊
達
は
、
秋

田
県
柔
道
連
盟
会
長
を
教
え
子
の
北
林
庄
作
に
譲
り
、

第
一
線
か
ら
退
い
た
。

七
十
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
視
力
は
衰
え
始
め
て
い
た
が
、
北
林
道
場
に
は
相
変
わ
ら
ず
精
勤
し
て
い
た
。

そ
の
伊
達
が
、
柔
道
衣
を
着
た
ま
ま
北
林
道
場
で
倒
れ
た
の
は
昭
和
五
十
一
年
一
月
で
あ
る
。
直
ち
に
県
立
脳
血
管

セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
て
一
進
一
退
の
闘
病
生
活
が
つ
づ
く
こ
と
に
な
る
。

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
三
日
、
柔
道
と
教
育
に
対
す
る
五
十
年
以
上
に
及
ぶ
偉
大
な
功
績
に
対
し
て
勲
三
等
瑞
宝
章

が
授
与
さ
れ
、
翌
年
三
月
に
は
、
講
道
館
九
段
に
列
せ
ら
れ
た
。
制
度
と
し
て
十
段
位
は
あ
る
が
、
現
実
に
十
段
の
人

は
い
な
い
か
ら
、
九
段
は
最
高
位
で
あ
っ
た
。

秋
田
中
学
時
代
の
伊
達
に
は
医
者
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
晩
年
は
、
柔
道
を



や
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
家
族
に
述
懐
し
て
い
る
。

伊
達
が
七
十
八
歳
で
属
纊
に
就
い
た
の
は
昭
和
五
十
三
年
二
月
二
十
二
日
で
、
秋
田
県
柔
道
連
盟
は
連
盟
葬
を
も
っ

て
偉
大
な
先
達
に
別
れ
を
告
げ
た
。

故
郷
に
戻
ら
ず
秋
田
の
土
と
な
っ
た
伊
達
は
、
天
徳
寺
の
平
和
公
園
墓
地
で
お
だ
や
か
な
眠
り
に
つ
い
て
い
る
。
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